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Yahoo! JAPANにおけるデータ利活用の実際
角田　直行

本稿では，Yahoo! JAPANにおけるデータ規模を示し，どのように利活用を行っているか事例を交えて紹
介する．また，データを利活用するうえで必要となるシステムについて解説を行う．さらに，技術面だけで
なく組織整備や文化の形成，個人情報の扱いやポリシーなど，円滑にデータの利活用を行ううえで技術的要
素以外に必要となるポイントについて述べる．
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1. はじめに

Yahoo! JAPAN では「課題解決エンジン」という
ビジョンを掲げ，情報技術で人々や社会の課題を解決
するべく日々サービスを開発，提供し続けている．ま
た，Yahoo! JAPANはビッグデータを最大限に利活用
している企業であると自負しており，自身を「マルチ
ビッグデータカンパニー」と定義づけている．本稿で
は，Yahoo! JAPANがどのようなデータをどれほどの
規模で扱っているのか，そのデータはどのように利活
用されているのか，大規模なデータを処理するにあた
りどのようなシステムを使っているのか，データを効
果的に利活用にするにはどのような点に気をつけなけ
ればならないのか，について解説する．

2. Yahoo! JAPANのデータ規模

現在，Yahoo! JAPANでは検索やメールをはじめ，
ヤフオク，ニュース，知恵袋など 100を超えるサービ
スを提供している．そしてこれらのサービスを運営し
ていくうえで大規模のデータを扱い，そしてログをは
じめとする大量のデータを出力している．規模の観点
から例を挙げると，Yahoo! JAPANの総ページビュー
数は月間 580億にもおよび，1年間に検索されるキー
ワードの種類は 75億にもなる．アクセスログや検索ク
エリのほかにも，広告ログやコマースの購買履歴，デ
モグラフィックと呼ばれるユーザー属性など多岐にわ
たるデータを扱っている．
Yahoo! JAPANの強みの一つとして，検索やニュー

スなど日本市場において大きなシェアがあるサービス
を持っており，そのサービスについてアクセスログを
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はじめとするユーザーの行動履歴に関するデータを大
規模なレベルで保有していることが挙げられる．また，
単一のジャンルに限らずさまざまな分野においてデー
タを持っているのも他企業と差別化する大きな強みと
なっている．コマース企業であればコマースに関する
データ，ゲーム企業であればゲームのデータを持って
いるのが通常であるが，Yahoo! JAPANは多くの領域
に渡ってサービスを展開しており，幅広い分野を網羅
している．そしてその一つひとつが巨大なデータ，い
わゆるビッグデータを生み出しており，複数のジャン
ルにわたるビッグデータを扱っている企業という意味
で，我々は自社を「マルチビッグデータカンパニー」と
定義している．

3. データ利活用の事例

複数のジャンルにわたってビッグデータを扱ってい
る Yahoo! JAPANでは，各サービスにおいてデータ
を利活用した事例が数多く存在しており，以下ではそ
の中から一部について取り上げる．はじめに，データ
を使ったサービス改善事例として「A/Bテスト」を紹
介する．A/Bテストとはウェブページなどにおいてデ
ザインや機能の異なるパターンを複数用意し，実際に
ユーザーに利用してもらい効果を比較・分析すること
で最適化を図る手法のことである．Yahoo! JAPANで
は各サービスにおいて，表示モジュールの配置や背景
色，記事の本数などさまざまな単位で A/B テストを
日々実施している．
以下にA/Bテストの具体例を挙げる．スマートフォ

ン向け Yahoo! JAPAN トップページを表示すると中
央に検索フォームがある．
図 1はトップページの二つのパターンを表しており，

左と右を比較して何が異なるか一見しただけではわかり
づらい．よく見ると，右のパターンのほうが検索フォー

2014年 9月号 Copyright c© by ORSJ. Unauthorized reproduction of this article is prohibited.（17）537



図 1 スマートフォン向け Yahoo! JAPAN トップページの A/B テストパターン

ムの枠線が若干太いことがわかる．これは普通の感覚
からするとささいな違いでしかなく，この変更を行っ
たところで何も影響がないように思うかもしれない．
しかしながら，普段から大量にアクセスされるトップ
ページにおいて，このような小さな変更でさえ多大な
効果を与える．実際，この枠線の変更により検索フォー
ムがより強調されたことでユーザーの検索利用が促進
され，結果として年間 5億円以上もの売上を増やすこ
とにつながった．
また，検索フォームにはキーワード入力補助という

機能がある．例えばフォームに「ビッグデータ」と入
力すると，「ビッグデータとは」「ビッグデータ 活用」
「ビッグデータ 問題点」…のように，入力したキーワー
ドに関連するキーワードが並ぶ．これもデータを活用
して実現した機能の一つで，ユーザーが入力する検索
キーワードのログを集め，ノイズ除去など適切な処理
を行った後，よく検索される順に表示している．デー
タを使って検索をより使いやすくする機能としてこの
キーワード入力補助のほかに関連検索ワードや，入力
ミスを修正するスペラーなどがあるが，これらは全検
索行動の 37％を占めており，データを活用した機能が
非常にユーザー利用の効果を上げていることがわかる．
同じくスマートフォン向けYahoo! JAPAN トップ

ページを表示すると，下のほうに「あなたにおすすめの
記事」というニュース記事が並んでいる枠がある．これ
はアクセスする人ごとにその人に合ったニュース記事
が表示されるようになっており，いわゆるパーソナラ
イゼーションを実現している．このパーソナライゼー
ション機能もニュースの閲覧履歴や Yahoo! JAPAN

サービスの利用ログ，検索キーワードなどの行動履歴

データを使って解析し，ニュース記事とのマッチング
を行っている．マッチング対象となるニュースのコンテ
ンツデータについても，単なるニューステキストをそ
のまま使うだけでなく，各キーワードに含まれるメタ
データも利用しており，幅広くその人に合ったニュー
ス記事が配信されるようになっている．
広告もデータを利活用している代表的な事例の一つ

である．Yahoo! JAPANが配信している広告の一つに
「行動ターゲティング広告」がある．これはユーザーが
Yahoo! JAPANのサービスにアクセスしたり，検索し
たり，広告をクリックしたりすることでユーザーがど
のようなジャンルに興味関心を抱いているかを推定し，
それに応じた広告を表示するものである．例えばある
ユーザーがYahoo!トラベルにアクセスしたり，ホテル
や航空券に関する検索をしたりすると，旅行について
関心があると推定し旅行に関する広告が出やすくなる．
Yahoo! JAPAN は自社で扱っているデータだけで

なく他企業のデータもおおいに活用している．代表的
なサービスとして「リアルタイム検索」が挙げられる．
Yahoo! JAPANではTwitterやFacebookなどのソー
シャルデータを保有しており，ユーザーが投稿した内容
を即座に検索できるサービスを提供している．そのリ
アルタイム検索において，現在話題になっているキー
ワードをランキング形式にして並べた「注目のキーワー
ド」機能や，特定のキーワードに関する投稿内容を分
析して，全体的にポジティブな反応なのかネガティブ
に受け止められているのかを知る「感情分析」機能を
提供している．これらの機能の裏側には自然言語処理
の技術が使われており，Yahoo! JAPANでは形態素解
析エンジンをはじめとする自然言語処理に関するプロ
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ダクトを自社開発している．
Yahoo! JAPANではテキストデータだけでなく，バ

イナリデータも扱っている．Yahoo! JAPANでは音声
を入力し，内容に応じて適切な内容を返す「音声アシ
スト」というAndroidアプリを提供している．このア
プリにて音声を認識しテキスト化する音声認識エンジ
ンや，「今日」というワードは現在日時を表し「8時に
起こして」という内容はアラーム登録の命令を意味す
るテキスト内容の意図を理解する意図解析エンジンな
どが含まれており，日々入力された音声データを基に
学習させ認識精度など品質向上に役立てている．また，
コマース系サービスの画像データを学習し，物体認識
や類似画像検索などの機能をスマートデバイスアプリ
の一機能として実現している．
データの利活用先は自社サービスだけに限らな

い．世の中の課題解決を行っていくことを目的に
「Yahoo! JAPANビッグデータレポート」を公開して
いる．このレポートでは，Yahoo! JAPANのデータを
活用して世間の動向との相関性を分析したり未来予測
にチャレンジしたりしている．その一つとして，データ
を使って日本の景気を把握し予測することにチャレンジ
した．景気を客観的に判断する値として内閣府が毎月発
表している「景気動向指数」を基に，Yahoo! JAPAN

のデータを使ってどれだけ景気動向指数に近い値や動
きを再現できるか分析を行った．結果，内閣府は通常
2カ月遅れで景気動向指数を発表するところを，それよ
りも早い時期にかなり近い値を算出できた．また，未
来予測の別の事例として 2013 年夏に行われた参議院
選挙では，比例区および選挙区での政党別獲得議席数
を投票日前に予測し，結果として与党と野党の各議席
数を完全に一致させることができた．
このように Yahoo! JAPANでは自社のサービスで

はもちろんのこと，世の中の課題解決などさまざまな
方面でデータ利活用を行っている．

4. データ利活用を支える技術

これまでにいくつものデータ利活用事例を紹介した
が，これらはどれもデータが適切に集められ，処理し
やすい環境があってこそ成り立つものである．以降で
は，どうやってデータを集め処理しているのかという
点について解説していく．
Yahoo! JAPANはウェブブラウザーやスマートデバ

イスのアプリというインターフェースを通じてサービ
スを提供しており，ユーザーはこれらを操作してサー
ビスを利用する．ユーザーがウェブブラウザーを介

して Yahoo! JAPAN のサービスを使うことにより，
Yahoo! JAPAN側が管理するサーバーにアクセスログ
が出力される．ウェブサーバーのアクセスログはウェ
ブの世界において一般的なものであるが，何らかの理
由によりウェブブラウザー側で正しく表示されなくと
も一つのアクセスとしてカウントされてしまうケース
がある．広告事業を行っている Yahoo! JAPANにお
いてこの問題は非常に重要で，ユーザーがアクセスし
た回数と広告を含む画面が正常に表示された回数は一
致しなければならない．このようにサーバーサイドの
アクセスログによるカウントには問題があるため，ク
ライアントであるブラウザーの挙動を利用してカウン
トを取る「CSC (Client Side Counting)」という手法
を用いている．これは表示するウェブページ内に 1ピ
クセル四方の透明画像，いわゆるビーコン画像をペー
ジ内の任意の場所に imageタグとして埋め込んでおき，
ページが正常に読み込まれた際にそのビーコン画像が
読み込まれビーコン画像をホストするサーバー側に正
常なアクセス回数がカウントされる，という仕組みに
なっている．この CSC という手法は正確なアクセス
がカウントできるだけでなく，単純なクローラによる
不要なカウント回避や JavaScript を利用した動的な
ページの動きに合わせたカウントなど，柔軟な対応が
行えるメリットもある．
また，「ユーザーが何をクリックしたのか」も非常に

重要で取得したい情報の一つである．通常，アクセスロ
グ内に含まれる Refererを参照すると遷移の経路をつ
かめる．しかし，Yahoo! JAPAN外のページにリンク
した場合，リンク先のサービスのサーバーにはアクセ
スログが残るものの，Yahoo! JAPAN側には何も情報
が残らない．この問題を解決すべく，Yahoo! JAPAN

では「リダイレクタ」と呼ばれる仕組みを使っている．
これは，リンク URL に対して Yahoo! JAPAN 側で
用意したリダイレクタサーバーを介した URLに書き
換え，ユーザーがそのリンクをクリックするといった
んリダイレクタサーバーに飛んだ後，HTTPステータ
スコード「302 Found」を返して本来の遷移先の URL

にリダイレクトする，という仕組みである．これによ
り，Yahoo! JAPAN 側で管理するリダイレクタサー
バーに「ユーザーが（Yahoo! JAPAN 以外の）どの
ページに遷移したか」を表すログが出力される．この
リダイレクタには，遷移先のサイトに何かしら問題が
あった際に遷移自体をコントロールできるなどの副次
的なメリットもある．
このように Yahoo! JAPANではデータを生成する
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時点でいろいろな仕組みが用意されている．次に生成
されたデータをどのように集めているかについて述べ
る．世間ではログデータを収集するソフトウエアとし
て fluentdや Apache Flumeなどのオープンソースが
あるが，Yahoo! JAPAN でも同様の機能を持つシス
テムとして「Data Highway」と呼ばれるインハウス
のシステムを利用している．Yahoo! JAPAN では大
量のデータを扱っており，1 日に流れるデータ量は約
13TBにも呼ぶ．また約 8,500台ものウェブサーバー
からデータを収集しており，トラフィックの多いサー
バーや少ないサーバーなどが混在する中，安定的かつ
効率的にデータを転送する仕組みが用意されている．
また，アクセスログは大事なデータであり欠損があっ
てはならないため，Data Highwayではデータの完全
性を保つ仕組みも用意されており限りなく 100％に近
い回収率を実現している．
最後にデータ処理を行うシステムについて概説する．

Yahoo! JAPANでは主にHadoop，Teradata，Storm
の三つの処理システムを活用している．以下，それぞ
れの特徴について述べる．
Hadoopはオープンソースソフトウエアとして公開

されている大規模データ処理システムである．HDFS

(Hadoop Distributed File System) と呼ばれる分散
ファイルシステム上に MapReduceをはじめとする分
散処理フレームワークが動くようになっており，数十台
から数千台のマシンの規模までスケールするよう設計さ
れている．Hadoop上で動かすアプリケーションについ
て，以前はMapReduceと呼ばれるプログラミングモ
デルに基づいてアプリケーションを書く必要があったが，
最近では Pigや HiveのようなMapReduceを隠ぺい
した SQLに似たなじみやすいDSL (Domain Specific

Language)を用いたり，SparkなどのMapReduceと
は異なるプログラミングモデルによって分散処理を行
う仕組みができたりなど，オープンソースの利点を活
かしさまざまなデータ処理を効率的に行うためのエコ
システムが発展している．
Yahoo! JAPAN では複数の Hadoop クラスタを運

用しており，最も大きなクラスタは 4,000 台規模にな
る．サーバー 1台のハードウエアとしての寿命を 3～
4 年ととらえた場合，4,000 台となるとほぼ毎日故障
している計算になる．実際，4,000 台規模の Hadoop

クラスタでは 1日に平均 1.5台の間隔でハードディス
ク障害などの故障が発生している．Hadoop は，一時
的に少数台のサーバーが故障しても大きな問題になら
ずリカバリしやすいように設計されているため，実際

には通常のシステムと比較して復旧に関する運用コス
トはかかっていない．Yahoo! JAPAN では各サービ
スのアクセスログや広告ログ，購買履歴，検索クエリ
などのログの加工や集計をはじめ，レコメンデーショ
ン，機械学習，音声解析など主なデータ処理の大半を
Hadoop 上で行っており，数百人のユーザーが一つの
クラスタを使うマルチテナンシー運用を行っている．
Teradataは，Teradata社による商用のデータウエ

アハウス製品である．並列分散処理に非常に優れてお
り高速にデータ処理を行えることが特徴で，SQLが扱
えるためエンジニアでない人でもデータ処理を行える
のも魅力の一つである．Yahoo! JAPANでは日本最大
規模の Teradata を導入しており，広告のレポーティ
ングや広告モデルの効果測定やコマースの購買分析な
どに使われている．Teradata も Hadoop と同じくマ
ルチテナントによる運用を行っており，数十～数百人
のユーザーが並行してクエリを投げている．Teradata

はリソース管理に優れており，ユーザーまたは用途の
単位で CPUやディスク IOの割り当てができるため，
全体的に効率の良いデータ処理が行える．
Storm はオープンソースソフトウエアの分散スト

リーム処理プラットフォームである．ストリーム処理
とはログや Twitterのつぶやきのような逐次流れるよ
うに出力されるデータに対して，ためることなくその
ままリアルタイムに処理することを意味する．Storm

はそのストリーム処理を大規模な環境で実現するシス
テムであり，Twitter社を中心にApacheプロジェクト
として開発が進められている．Stormでは一つの処理
単位を Topology と表現し，Topology は Spoutと呼
ばれるデータを発生させるコンポーネントと，Boltと
呼ばれるストリームデータの小さな単位を処理するコ
ンポーネントで構成される．Yahoo! JAPANではペー
ジ内の各リンククリック速報や広告改善向けのデータ
一次加工，スマートデバイスアプリのクラッシュやエ
ラー情報の速報などに使われている．
これまで三つのシステムをそれぞれ紹介してきた．各

システムにはそれぞれ特性があり，その特性に応じて
システムを使い分けている．例えば，Hadoopには大規
模なデータをためられる HDFSという仕組みがあり汎
用的なマシンを追加することでスケールすることが可
能なため，リーズナブルにデータ容量を増やすことが
可能である．それにより，Hadoopにデータのほぼすべ
てを格納するようないわゆるストレージのような役割
を果たしている．そしてほぼすべてのデータがあるこ
とを活かし，その大規模なデータセットを一括で処理
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するようなバッチ処理がメインになる．Teradataでも
サイズ拡張などのスケールを行うことは可能であるが，
商用製品であるため Hadoopに比べて価格コストが高
く，Hadoop ほど気軽にデータ容量を増やすことはで
きない．しかしながら，Teradataは分析用途に特化し
たRDBMSでありリレーショナルなデータ操作に強い
ため，大規模なデータ同士を結合したり複雑な SQLを
効率よく実行するのは得意である．Yahoo! JAPANで
は，JOIN処理を多用したりアドホックな分析を行った
りする必要がある場合にはTeradata を選択すること
が多い．Stormは Hadoopや Teradataのようにデー
タをためることは苦手である一方，入力として入ってき
たデータをそのまま処理するのに適しているため，リ
アルタイムにデータを処理したいニーズに適している．

5. データ利活用を行うための組織整備

これまで，Yahoo! JAPANにおけるたくさんのデー
タおよび，そのデータを処理するシステムについて紹
介してきた．一見，豊富なデータとそれを活用する技
術および人材さえ用意すればデータ利活用が十分にう
まくいくように思えてしまうが，実際はそれだけでは
十分とはいえない．以降では，利活用を進めるうえで
技術的要素以外において重要となるポイントの一つで
ある，組織面について解説する．
企業において効果的にデータを利活用するためには，

その企業に在籍する全員が何かしらデータに触れてい
る環境を目指さなければならない．昨今，ビッグデータ
という言葉がウェブや雑誌，テレビなどいくつものメ
ディアに登場しており，データサイエンティストとい
う職業が脚光を浴びている．そして各企業でもデータ
に関する取り組みが活発になりデータ分析に関する専
門部隊や部署が立ち上がった事例も多く目にするよう
になった．Yahoo! JAPANでもデータソリューション
本部というデータ利活用を専門的に行う部署があるが，
けっしてその部署のみがデータを扱うようにはなって
いない．前述したようにデータの多くはセントラライ
ズされたHadoopに格納してありデータソリューショ
ン本部が管理しているが，そのほとんどすべてのデー
タがフレームワークや HiveQL などの DSL，ウェブ
インターフェースのツールを通して技術に精通してい
ない職種の方を含め，社員全員がアクセスできるよう
になっている．普段からダッシュボードを見たり生の
データに触れる機会を作ることにより，人の感覚でな
く数値やデータで意思判断を行う習慣が浸透していき，
「データにアクセスすること自体は何も特別でない」と

いう環境を作り出せる．もちろん，自然にこのような環
境を作り出すことはできないため，各サービスで KPI

を設定したりイベントを開催したりなどさまざまな働
きかけが必要である．Yahoo! JAPANではサービスの
KPIの一つとして DUB (Daily Unique Browser) と
いう指標を設定しており，これは 1日にどれだけのブ
ラウザーによってサービスが利用されているかを表す
ものである．同じ人が PCとスマートフォンでそれぞ
れアクセスすると，それは異なる DUBとしてカウン
トされる．この指標は，まさに現在訪れようとしてい
るスマートデバイス中心の世界を想定し，「PCだけで
なく，いろいろなデバイスを通じて，常日頃から使って
いただけているサービスになっているか」を表すため
に考えられたものである．各サービス担当者はどうす
ればユーザーに満足してもらえ DUBにつながるかに
ついて考え，アクセス解析ツールを使って分析したり
A/B テストを行ったりする．また，Yahoo! JAPAN

では社内でデータに関するコンテストのようなイベン
トを開催してきた．このイベントは，データを軸にし
たユニークなアイデアを発表したり新しくアプリケー
ションを作ったりして，投票や審査を通して表彰するも
のである．このイベントを通じて，別サービスのログ
や検索クエリ，Twitter のような自身が担当するサー
ビスのアクセスデータとは異なるデータに触れる機会
を与えたり，社内にデータを利活用する文化を作り活
性化させる効果がある．
また「異なる組織間で連携し共通の課題解決に取り

組む」ことも重要になる．データを扱う専門部署を作っ
てしまうと陥ってしまう問題の一つに，他の部署の人
たちが「データに関する課題について当事者でなくなっ
てしまう」ことが挙げられる．「データ分析について
は専門の部署に任せてしまえばよい」「あの部署に相
談すれば何かデータ分析してすごいことをしてくれる
だろう」といった，自身の課題についても任せてしま
い当事者意識が薄れてしまう体質になる危険性がある．
Yahoo! JAPANでは 100 以上ものサービスを抱えて
おり，すべてのデータが集約されデータソリューション
本部にて管理していることは事実であるが，一部署が
全サービスの問題一つひとつを深くまで把握すること
はあまり現実的ではない．やはりサービスのドメイン
知識について熟知し，抱えている課題について常に考
え，最もサービスを今より良くしようと思っているの
はそのサービス担当者自身である．Yahoo! JAPANで
はサービスを抱える事業部門とデータソリューション
本部それぞれ少数名からなるミニプロジェクトを結成

2014年 9月号 Copyright c© by ORSJ. Unauthorized reproduction of this article is prohibited.（21）541



し課題解決に取り組んでいる．両組織から人的リソー
スを出し合うことにより，互いが共通の課題に対して
きちんとコストをかけて取り組んでいるという意志表
明につながり，組織間の偏りから発生する政治的問題
を減らすことができる．また，あまりに人数を多くす
ると調整や管理のコストが増え全体の動きが鈍くなっ
てしまうため，一つのプロジェクトにつき 4～5 名程
度に抑えるのもポイントの一つである．

6. データの扱いとプライバシーポリシー

ビッグデータの利活用にはいろいろなメリットがあ
る一方，ネガティブな側面として企業が個人情報を不
当に扱うことへの懸念が挙げられる．節操なくデータ
を取って利活用を進めることでユーザーに不安な思い
をさせてしまい，結果的にユーザーが離れては本末転
倒である．日本には個人情報保護法や通信の秘密など
の法律が存在し，データをうまく利活用するにあたっ
てこれらの法律についてよく理解し，企業で掲げたプ
ライバシーポリシーに関してうまく対応していくこと
も重要なポイントの一つである．
Yahoo! JAPANでは継続的にプライバシーポリシー

を見直しており，必要に応じて改定を行っている．ま
た，「社外秘」や「極秘」などデータの情報区分に応じ
てシステムを別に分けたり，特定の社員以外がアクセ
スできないようにするなど，システム面においても対
応を行っている．事例に挙げた行動ターゲティング広
告について不要と感じるユーザーに対しては，その機
能を無効化するための「オプトアウト」機能を用意し
ている．

データを取れば取るほど，また，利活用を進めていけ
ばいくほど，ユーザーの満足度を向上させることにつ
ながる一方で，少しやり方を間違えるだけで大きく信
頼を損失してしまう．Yahoo! JAPANでは「ユーザー
ファースト」というキーワードを掲げており，これは
「ユーザーが本当に求めているものは何かを追求して提
供できるようにしよう」という，いわゆる顧客至上主
義を意味する言葉である．本来サービスにあてはめる
言葉であるが，データの扱いについても同じことが言
える．データを取得するときはユーザーが不安になら
ないように配慮し，利活用を行う際はユーザーの満足
につながるような形で提供しなければならない．とも
すればデータは企業の持ち物のように思えるが，ユー
ザーファーストの観点からいうとデータはユーザーの
ものでありユーザーのために利活用されなければなら
ない．

7. まとめ

Yahoo! JAPAN は数多くのサービスやアプリを提
供しており，その裏では多分野にわたるビッグデータ
を扱っている．そして各サービスの至るところでデー
タを利活用しており，継続的に改善を続けている．大
規模なデータを収集し処理するにあたり，Hadoopを
はじめとする複数のシステムを特性に応じて使い分け
ている．また，データをうまく利活用するには組織や
社内文化での整備，プライバシーポリシーなどデータ
の取り扱いなどもあわせて検討しながら進めることも
重要である．
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